


ODORI JAPAN 発足と港区伝統文化紹介事業の公演
Launch of ODORI JAPAN and its performance as part of Minato City traditional culture introductory project

2019 年 11月17日 「祭りin JAPAN」のチラシ　
<左 >日本語版　<右 >英語版

写真上「南部俵積み唄」
写真中「西馬音内盆踊り」
写真下「傘踊り」
すべて11月17日のODORI JAPAN「祭りin Japan」公演から

写真：©マエシロアヤノ

　かつて、IAC は、日本各地の民族舞踊を国内外で披露し、
高い評価を得た日本民族舞踊団をかかえておりました。その
舞踊団の優れた作品を継承していきたいと当時の関係者の石
井和美さん、澤田晃さんが中心になり立ち上がってくれたこと
が、ODORI JAPAN の発足となり、初回の試演会は、
2018年11月17日（於：目黒本町社会教育会館レクホール）、
2回目は、2019年 6月15日（於：目黒区鷹番小学校体育館）
で開催いたしました。試演会２回目には、西川啓光さんの音
楽監修のもと、大ベテランと若手の邦楽奏者たちが、小学生
から大人までのダンサーと共に、皆様を日本各地の祭礼や四
季折々のイベントに誘いました。
　農耕文化を大切に守り育ててきた日本では、それに関連し
た芸能がたくさん伝承されてきました。五穀豊穣を祈り、収
穫時にはそれを喜び、祖先の霊を慰め、自然災害を鎮めるな
ど、四季折々で人々は、唄い、踊ってきました。そんな多彩
な各地の郷土芸能の面白さを舞台作品として国内外に届ける
ことが、文化使節としての ODORI JAPAN の大きな役割で
はないかと考えます。
　2 回の試演会を終えた頃、うれしい知らせが港区から届き
ました。港区伝統文化紹介事業として国際芸術家センターが
業務委託を受けたのです。この事業として「祭り in Japan」
と題し、ODORI JAPAN の舞台を 2019 年 11 月 17 日に
赤坂区民センターで披露いたしました。特に外国人と一緒に
楽しめるように、日英のMCや字幕映像を使い、第一部では、
日本各地の祭りを舞台で巡り、第二部では観客全員参加の
ワークショップで盛り上がりました。この公演には、たくさん
の各国在日大使や外交官も参加し、日本の祭り文化を共有し
ていただきました。今後もODORI JAPANを通じて、日本の
文化を発信していきたいと考えています。

第二部のワークショップ
ねじり鉢巻きで阿波踊り体験風景
場内の観客も一緒になって阿波踊りに熱狂

写真：©マエシロアヤノ
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2019年 11月 17日
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東京オリンピック・パラリンピック開催に向け、参加各国に事前合宿などで協力し、地域の文化・スポーツ交流、国際化を促進する
目的で国も推進しているものが、ホストタウン事業です。国際交流事業の経験が豊富な IAC は、この事業の一環として、三つの地方
自治体と協力し、各国大使や文化使節を派遣し、地元との交流の機会を提供しました。 

福島民友 2018年 2月 4日版

アルメニア大使グランド・ポゴシャンさんH. E. Mr. Grant POGOSYANとアタッシェのヤルヴァンド・
マルコシアンさんMr.Yervand　Markosyanが南会津町を訪問

イタリア大使館の一等書記官・文
化部長・領事部長マルコ・ラッタ
ンツィさんMr. Marco Lattanzi, 
First Secretary,Head of 
Consular Section,Head of 
Cultural office が駐日イタリア大
使の代理として挨拶

ドミニカ共和国大使館の公使参事官ジョセリン・サラン
ディンさんMinister Counsellor Ms.Joselyn 
Salandinの北広島での交流

ホストタウン協力事業
Cooperative projects with host towns

北広島町の「壬生の花田植」は世界遺産に指定
されていて、IAC はホストタウン提携しているド
ミニカ共和国公使を花田植にご案内しました。地
元の学校訪問なども実現し、地元ではドミニカ共
和国がさらに身近になりました。

広島県北広島町
2018年 6月

ドミニカ共和国

アルメニア共和国

多くの競技にたくさんの選手を送り込むイタリアは、
所沢とのホストタウン提携を早い段階から結んでいま
したが、市民の事業への認知度 UP がイタリアの文
化使節のコーリ旗手団（IAC との長い交流のある伝
統芸能の使節）のパフォーマンスで一気に上がりま
した。

埼玉県所沢市
イタリア

レスリングが盛んなことで南会津町がアルメニアの
ホストタウンを希望していると IAC に相談がありま
した。アルメニア大使らが IAC の橋渡しで、同町の
レスリングクラブなどを視察し、2019 年 8 月に正
式に南会津町がアルメニア共和国のホストタウンと
して登録されました。この企画は、南会津町と長年
交流している二瓶長記さんの協力で実現しました。

福島県南会津町
2018年 2月

2018年 6月
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第３回　写真：高田桃子 (IAC理事)
第 4～7回　写真：アリ三貴子 (IAC会員)

「大使館でお茶を」の開催大使館への返礼イベントとして、各国の外交官をと共に日本の伝統的な茶会を体験するイベントです。3
回目のトーゴは、高森梨津子さん（表千家茶道教授）のご協力で開催しました。4回目以降は、裏千家インターナショナルアソーシエー
ション（UIA）の有志のご協力で全編英語で行っています。お道具の一つ一つの歴史や意味合い、季節の懐石の一椀も日本文化体
験として喜ばれています。4回目～ 7回目は、マルツィショールの文化を共有する東欧 4か国の大使や外交官の方々をゲストとして
お迎えしました。また、ブルガリア大使がこのイベントに感動してくださり、後日、ブルガリア議員一行を茶道体験でおもてなしをす
ることにつながりました。（6ページ参照）

第 3回　トーゴ共和国 2018 年 3月11日 於：駒場旧前田邸迎賓館
　　　　臨時代理大使夫人オードリー・アぺファ・セダミヌさん　Mrs. Audrey Apefa SEDAMINOU 

第 4回　ブルガリア共和国 2018 年 9月22日午前 於：目黒区菅刈公園和館
　　　　ボリスラフ・コストフ大使夫妻　H.E. Mr. & Mrs. Borislav KOSTOV

第 5回　モルドバ共和国 2018 年 9月22日午後 於：目黒区菅刈公園和館
　　　　ヴァシレ・ブマコフ大使夫妻　H.E. Dr. Vasile BUMACOV and his wife Dr.  LudmiraBumacov

第 6回　北マケドニア共和国 2019 年 4月 20日午前 於：目白庭園 赤鳥庵
　　　　臨時代理大使アナ・デレバン・ブラジェスさん　Mrs. Ana DEREBAN BLAZHESKA

第 7回　ルーマニア 2019 年 4月20日午後 於：目白庭園 赤鳥庵
　　　　大使秘書シルヴィア・チェルケアザさん　Ms. Silvia Cerchează

北マケドニア共和国臨時代理大使アナ・デレバン・ブラジェスさんが、参
加者と共に裏千家の話を聞く様子

ルーマニア大使秘書シルヴィアさんと
参加者の記念撮影

ルーマニア大使秘書
シルヴィア・チェルケアザさんトーゴ共和国臨時代理大使夫人と参

加者のみなさまの記念撮影

ブルガリア共和国ボリスラフ・コストフ大使夫妻が、参加者と共に裏千家
の説明を聞く様子

モルドバ共和国大使夫妻と参加
者のみなさまの記念撮影

モルドバ共和国
ヴァシレ・ブマコフ大使夫妻

トーゴ共和国臨時代理大使夫人
オードリー・アぺファ・セダミヌさん

IACでは、現在3つの企画をシリーズとして実施しています。どちらの企画でも、「あまり知らなかった国がグッと身近になった。行ってみたい。」
という感想が終了後参加者のみなさまから多く寄せられます。曖昧なイメージであった国が親しみのある魅力的な国へと変わる、そんなきっ
かけとなっているようです。それぞれの詳細の報告記事（参加者の感想、アンケート集計、写真など）はIACのホームページやFACEBOOK(「大
使館でお茶を」の専用FACEBOOKもあり）をご覧ください。
2018年から2019年 4月までに実施した3つのそれぞれのシリーズとその他のイベントをご紹介します。

各国在日大使館との協力事業
Cooperative projects with embassies in Japan

serie
s 1

Tea ceremony with ambassadors to enjoy Japanese tea and seasonal refreshments
大使とともに学ぶ茶事と懐石



Algeria
　北に地中海、南にサハラ砂漠が広がり、文明の交差点ともいわれ、
優に三千年を越える古い歴史を持つ国は、大使館そのものも、異
国情緒たっぷりの空間でした。長い歴史の中で、多くの民族、文化、
宗教を受け入れてきました。その中には、遊牧の民を含め色々な
民族が住んでいるので、人口を把握するのも容易でないようです。
正月も、さまざまな民族に合わせ、3 回お祝いするという説明もあ
りました。そして、参加者が大変おどろいていたのは、国の平均年
齢が 19 才で、子供の数も大抵三人ということでした。長い歴史
の上に、今後、若い世代が活躍していくのでしょう。マグレブと呼
ばれる北アフリカのアラブの文化をもち、スター・ウォーズの撮影
もされており、アミダラ女王の衣装はアルジェリアの一民族の衣装
がモチーフだったともいわれているようです。 

アルジェリア民主人民共和国

　ブルガリア大使公邸は、銀座和光などの設計を手掛けた渡辺仁
氏が、元経団連会長の邸宅旧石坂邸として建てた由緒ある建物で
す。2019 年はブルガリアと日本はて 3 つの周年を一緒に迎える
年でした。日本ブルガリア外交樹立８０周年、同外交関係再開６
０周年、ブルガリア独立承認後国交開始110周年の節目の年です。
お国のプレゼンでは、悪魔を追い払う「クケリ祭り」、残り火の上
で踊る「ネスティナリ」など興味深くお聞きしました。お茶会では、
ヨーグルトをふんだんに使った料理やブルガリアでしか採れない
ハーブを使ったハーブティなどを楽しみました。
文：小端アキコ (IAC会員 )

ブルガリア共和国Bulgaria
参事官マリエタ・アルバジェバさん
Ms. Marieta Arabadjieva

通訳　ミハエル・ピリャンコフさん
Mr. Mihail Piryankov

大使公邸内

トルクメニスタン
第20回

第21回

第 22回

Turkmenistan
　ソビエト連邦から独立後、永世中立国として世界で承認
されたこと、天然ガスなどの豊富な資源と馬を大切にする
文化、女性の衣装やアクセサリー（結婚式など、一大イベ
ントでは 30キロ以上もの重さの装飾品を身につける）など
面白いお話をお聞きしました。また、2018 年 4 月に首都
アシガバードで開催された国際会議と音楽フェスティバルに
参加した IAC 会員の 4 名の音楽家によるミニパフォーマン
スも披露されました。お茶も色々な種類を淹れてくださり、
珍しい乾燥メロン、ほうれん草を挟んだパイ、ドライフルー
ツなどご用意いただきました。 

写真：神宮智咲
　　  (写真家、IAC会員)

特命全権大使 グルバンマンメト・エリャソフさん
His Excellency Mr. Gurbanmammet ELYASOV

お国のプレゼンは、アタッシェのセルダール
アンナグリジェフさん
Mr. Serdar Annagylyjov

ほうれん草を挟んだパイ、
乾燥メロンなどのドライフ
ルーツ

大使館でお茶を
日本に居ながらにして、各国のおもてなしを大使館や大使公邸で楽しみます

2018年 4月 6日

2018年 3月 8日

2019年 2月 26日

写真：神宮智咲(写真家、IAC会員)

特命全権大使モハメド・エル・アミン・ベン
シェリフさん　
His Excellency Mr. Mohamed El Amine 
BENCHERIF

一等書記官サミア・スリマニ一さんMs. 
Samya SLIMANI　First secretary

写真：神宮智咲(写真家、IAC会員)

Join us for tea at the embassy

serie
s 2
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アルメニア大使グラント・ポゴシャンさん　His Excellency 
Mr. Grant POGOSYAN（左）とピアニストの秋場敬浩さん

アルメニア音楽の夕べ

アルメニア文化週間
　2015 年から毎年、IAC はアルメニア大使館の協力依頼を受け、アルメニア
を日本で紹介するアルメニア文化週間で特に IAC の得意分野である食の提供や
文化交流の実績を生かしてのお手伝いしてきました。2018 年は、アルメニアの
首都イェレヴァン建都 2,800 周年を記念して「アルメニア文化デ－」として開
催され、東京芸術大学や早稲田大学でも講演会や音楽会が開催されました。
IAC は、代官山のヒルサイドテラスで開催されたイベントに例年通り協力しまし
た。当日は「アルメニア探訪デー」という名のもと、ポゴシャン大使の「アルメ
ニアを巡る２５の物語」の出版記念講演会、「アルメニア音楽の夕べ」、レセプショ
ンと多彩なプログラムでした。レセプションには IAC が橋渡しをしホストタウン
提携した福島県南会津町からも幹部職員が駆けつけ地酒や地元名産品を参加者
にふるまい、レセプションの盛り上がに貢献しました。毎年、開催されていた「ア
ルメニア文化週間」は残念なことに 2019 年はお休みでした。IAC 会員の皆様
も楽しみにしているイベントです。2020 年の再開を期待して、今後もアルメニ
ア大使館と交流していきます。

2018年 5月 26日～6月 4日

写真：神宮智咲 (写真家、IAC会員 )

大使館の四季
各国の年中行事をワークショップなどで体験して理解を深める企画です

 「スラヴァ」のお祝い、守護聖人について 
　セルビアの人々がキリスト教を受け入れたとき、
各々の家族ごとに守護聖人が決まりました。守護聖
人を決めるのは、洗礼の日や職業など、理由も様々
です。それぞれの守護聖人の日を家族みんなが揃い、
『スラヴァ』を祝う伝統が現在も引き継がれています。
参加者一人ひとり、『スラヴァおめでとう！』と言って
ティヤナさんからウェルカムとしてのスプーン一杯の
ジート（Zito、郷土菓子）をいただきました。ほか
にも特別メニュー Slavski kolač（丸いパン）やラキ
アの試飲も好評でした。セルビア大使館は、旧ユー
ゴスラビア大使館の建物をそのまま使用していました
が、2019 年に引っ越しました。旧建物での最後の
イベントとなりました。

大使秘書　長門ティヤナさんTijana Nagato
Secretary to the Ambassador
大使ネナド・グリシッチさんHis Excellency Mr. Nenad 
GLISICスプーン1杯のジート（菓子）をいただき

ます

スラヴァの特別メニューの丸いパンSlavski 
kolač　はカット前にワインをかけます

Experience the culture at the embassy

ＩＡＣでは、シリーズ・イベントの他にも各国大使館からの依頼を受け様々なイベントを開催しています
その他のイベント

2018年 10月 2日

写真：神宮智咲 (写真家、IAC会員 )

セルビア大使館第2回

serie
s 3
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ブルガリア議員一行 茶道体験
　ブルガリア共和国から来日された国民議会議長一行をお迎え
し、神楽坂の老舗、鰻割烹「志満金」にて、お茶席のおもてな
しをいたしました。UIA（裏千家インターナショナルアソシエーショ
ン）の有志の方々のご協力をいただきました。
　その 2 か月前の 9 月 22 日、IAC が主催した駐日ブルガリア
大使ボリスラフ・コストフ氏 His Excellency Mr. Borislav 
KOSTOV 夫妻を招いてのお茶席の際に、すべて英語でのレク
チャーを行い、その丁寧で行き届いた英語での対応に同大使が
感心され、日本の参議院議長の招待により来日するブルガリア議
員団にもぜひ同じ経験をというオファーを頂いたことで実現いたし
ました。お一人おひとり、運ばれてくるお茶を、緊張されながら
も作法にしたがい、お隣の方への「お先に」の一言も添え、召し
上がりました。和菓子は甘く、少し苦味のあるお茶によく合いま
すね、と感想を述べられていました。
　お茶席が終わると、ブルガリア議員団一行からUIA 有志の方々
へブルガリアの小さな人形のプレゼントがあり、感謝の言葉を頂
きました。

2018年 11月 17日

　東欧 4か国では、3月 1日に国境を越え共通の文化として、
春の訪れを祝う伝統があります。それぞれの国で、マルツィ
ショール（モルドバ共和国、ルーマニア）、マルテニッツア（ブ
ルガリア共和国）、マルティンキ（北マケドニア共和国）と呼
ばれています。それぞれのお国では、赤（春を象徴）と白（冬
の象徴）の 2 色の糸などを使い、小物を作り、アクセサリー
として身に付けたり、街のいたるところに飾り付けたりして紅
白の色で春の訪れを喜び合います。このマルツイショールは
2017 年にユネスコ世界無形文化遺産に登録されたことで、
モルドバ大使館から IAC に日本でも祝賀イベントをとの相談
があり 2018 年、2019 年と祝賀交流パーティを東京駅近く
の Travel Hub Mix で開催いたしました。
　Travel Hub Mix のイベントでも、各国の紅白のマルツィ
ショールのアクセサリー作りのワークショップを楽しみ、ワイ
ン、軽食、スイーツ等も 4 か国の少しずつ異なる文化体験と
して参加者に歓迎されました。また、ホストタウン提携してい
る東御市、茅ケ崎市などからも市長や市職員が参加、交流が
さらに広がりました。今後も 4 か国の大使館と IAC の協力で
毎年恒例のイベントとして定着させたいと考えています。

国際交流ティーパーティ
東欧4カ国の春の訪れを祝う国際交流パーティ

2018年 2月 24日 2019年 3月 27日

主催：参議院
協力：NPO法人国際芸術家センター（IAC）
　　　裏千家インターナショナルアソシエーション（UIA）有志

赤と白の毛糸などを使い、アクセ
サリーを作るワークショップ

4か国の大使館から大使や
外交官も参加しました

4か国のワインやスナックも参加
者を楽しませました
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Interview with the Consul - Starting off in Kansai
昼下がりの領事 関西での活動スタート

　2019 年から始まった「昼下がりの領事」。領事館を巡りお話を聞くシリーズです。関西には大使館はありません。でも
領事館はあります。そして日本では唯一、領事団が存在するのが関西です。関西領事団の歴史は江戸時代の終わり、神戸
に最初の外交使節団が置かれた 1868 年まで遡ります。設立から 150 周年を迎えた 2018 年、関西の領事館への関心
が一気に高まりました。

　記事を読んでくださる方によく質問されるのは、大使館と領事館の違いは何かということ。前者は外交が主な役割である
のに対し、後者はビザの発給やその国に在住する自国民の保護を主要業務とします。

各国の領事の取材を重ねていくにつれ、その国の魅力を改めて知ることができ、新しい発見もありました。領事館との距離
が近く、経済的結びつきが強い。そして名誉領事館の存在。「名誉」領事とは自国から外交官が派遣されていない場合に、
現地在住で自国と縁の強い人物が任命される職位です。基本的に名誉職ですので無報酬。実はそんな人々の支えもあって
日本の外交が成り立っているのです。

　今後は、関西の領事館、また、東京の大使館とも協力してイベントを開催していきます。初回イベントは、2020 年 5
月23日（土）神戸でのモルドバ・ワイン会（モルドバ大使もご出席予定）です。

　「昼下がりの領事」は、国際芸術家センターホームページでご覧いただけます。在神戸パナマ総領事館、在大阪カンボディ
ア王国名誉領事館、在大阪・神戸インド総領事館の3つの取材記事をお楽しみください。

（ IACコーディネーター 古賀玲子 ）
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関西初のイベント、モルドバ・ワイン会に向けて、モ
ルドバ大使　ヴァシレ・ブマコフ氏（His Excellency 
Dr. Vasile BUMACOV）とご一緒に IAC の古賀玲子（左）
と金屋輝美（右）

古賀玲子の領事館取材の様子
（上）在神戸パナマ共和国総領事館
（下）在大阪インド総領事館

new series of articles interviewing consulates started in May 2019. 
In Kansai, there are no embassies, but there are consulates. And 
the only Consular Corps in Japan is located in Kansai. The Kansai 

Consular Corps (KCC) dates back to 1868 or around the end of the Edo era, 
when the foreign diplomatic missions arrived in Kobe for the first time. 
Marking the 150th anniversary in 2018, KCC started to draw increasing 
attention.
What our readers often ask us is the difference between an embassy and a 
consulate. An embassy’ s main role is diplomatic function such as 
interacting with the host government. In comparison, a consulate is 
principally engaged in issuing visas and protecting its citizens living in the 
host country.
Through interviews with the consulates we found new charms of the 
countries and had discoveries: consulates are close to the local residents 
and economically connected with the region. And there is a position called 
Honorary Consulate. In regions where there are no diplomats dispatched 
from the country, a resident of the region may be appointed Honorary 
Consul. Being “honorary” , it is a post without pay. Many may not know, but 
Japan’ s diplomatic relations are supported by such unremunerative work.
Now we are planning to organize events with consulates in Kansai and 
embassies in Tokyo. The first event will happen on May 23, 2020 under the 
theme of Moldovan wine, attended by Ambassador of the Republic of 
Moldova.
“Interviews with Consuls” are available on the site of International Artists 
Center. Enjoy the stories on Consulate General of Panama in Kobe, Honorary 
Consulate of the Kingdom of Cambodia in Osaka and Consulate General of 
India, Osaka-Kobe.（Reiko Koga, Coordinator, IAC） 
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